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要　　　約
父島の宮之浜海岸西側に位置する「水ノ下」は、ノヤギの食害により激減したと考えら
れているオガサワラアザミ（小笠原諸島固有種）の大きな群落がある。東京都自然保護指
導員は 2008 年からこの群落の生育状況を把握してきたが、2013 年にこの群落でネズミ類
によるものと思われる茎や蕾への食痕が多数確認されたため、前報でその結果を報告した。
2014 年と 2015 年も引き続き調査を行った結果、2015 年は過去 3 年の中で最も状況が悪く、
抽だい個体の 96.3% が食害を受けていることがわかった。
Ⅰ．はじめに
父島の宮之浜海岸西側に位置する「水ノ下」は、地理的条件からノヤギの侵入が阻まれ
てきた地域である。そのため、ノヤギの食害によって減少したと考えられているツルワダ
ンやオガサワラアザミ等の小笠原諸島固有植物が現在も生育している。東京都自然保護指
導員（旧東京都専門委員、以下東京都レンジャー）は、2008 年より年に 1 回、オガサワラ
アザミの開花期にあたる 5 月に当該地域で生育状況の確認を行ってきた。2013 年からは当
地域のオガサワラアザミに著しいネズミの食害が見られたため、食害状況の調査を行って
いる（島田・後藤 , 2014）。2014 年及び 2015 年も同様に調査を行ったため、本稿では 3 年
間における食害状況の変化を報告する。
Ⅱ．調査方法
調査は、まず、水ノ下のオガサワラアザミ群落の中で被度の高いと思われた地点に約 7
ｍ ×7 ｍの方形区を設け（図 1a）、オガサワラアザミの全個体数をカウントした。次に各
個体について栄養成長期（ロゼット）か、生殖成長期（抽だい）かを調べ、それぞれネズ
ミによる食害の特徴である鋭く切られた部分がある食痕（図 1b）をもとに、それぞれ食害
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状況を調査した。
Ⅲ．結果と考察
表 1 に 3 年間の食害状況を示す。2015 年は区画内のオガサワラアザミの総個体数が 106
個体であり 3 回の調査の中で最も少なかったが、そのうち抽だい個体が 81 個体であり抽だ
い個体の割合は最も高かった。これは 2015 年の調査が過去の調査日よりも 2 週間程遅く、
例年に比べて各個体の成長が進んでいたためと考える。食害率（食害有個体数／個体数）
をみると、2015 年は抽だい個体の 96.3％に対して蕾部分がむしり取られるなどの食害が見
られ（図 1c）、過去 3 年で最も食害率が高かった。2015 年に食害を受けた抽だい個体は 78
個体であったが、そのうち半数以上となる 42 個体において、全ての蕾・花部分が無くなっ
ていた（図 1d）。方形区内のオガサワラアザミの総個体数は僅かながらではあるが毎年減
少しており、今後も減少が続くのであれば、ネズミの食害は個体数減少の強い要因として
図 1　調査区およびオガサワラアザミの食害状況
（a）調査方形区、（b）食害を受けたオガサワラアザミ、（c）蕾をむしり取るような食痕、（d）全て
の先端が齧り落とされている個体
（a）
（c）
（b）
（d）
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挙げられる。
父島におけるオガサワラアザミの自生地は少なく、現在知られている個体群の中では当
該地域が最も大きい。父島におけるオガサワラアザミ個体群の維持や再生を図るには、こ
の地域の保全は重要な課題である。食害の現状を把握し、必要に応じて適切な管理を実施
するためには、今後も継続して調査を行い、生育状況の変化を把握していく必要がある。
表 1　水ノ下におけるオガサワラアザミの食害状況
2015 年
抽だい個体数 ロゼット個体数 計
　　食害　 有 78（42） 0 78
　　　　　 無 3 25 28
計 81 25 106
食害率 96.3% 0.0% 73.6%
調査日：2015 年 5 月 29 日
※（）内はネズミの食害により全ての蕾が無くなっていた個体数
2014 年
抽だい個体数 ロゼット個体数 計
　　食害　 有 60 0 60
　　　　　 無 11 59 70
計 71 59 130
食害率 84.5% 0.0% 46.2%
調査日：2014 年 5 月 17 日
2013 年
抽だい個体数 ロゼット個体数 計
　　食害　 有 47 0 47
　　　　　 無 11 81 92
計 58 81 139
食害率 81.0% 0.0% 33.8%
調査日：2013 年 5 月 10 日
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